
 
               大航海時代と香料諸島 

世界史を変えたインドネシアの島々 
15 世紀から 17 世紀にかけてヨーロッパ諸国が進めた大航海時代は、どのような動機によって始まったのか。 

命をかけて海へ乗り出した彼らの最大の目的は、インドネシアの赤道直下にある小さな島々(マルク諸島)でしか

採れなかった貴重な香料を求めることであった。 

その香料「丁子（クローブ）とナツメグ」は当時、同重量の金より高価であった。 本講演では、その歴史的背

景と、「香料諸島」と呼ばれるこの地域を数年前に訪れた際の記録をまとめてお話ししたい。 
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お問合わせ:咲耶会事務局 HP 


